第二回　授業報告　
授業実施日　2011.11.12 Sat.　5班　佐々木　陽輔、源　康治、宮路　宗典
・授業単元
　高校2年　生物Ⅱ　盲班
・テーマ
　人間は見えないところをどのように見ているのだろう
・授業過程
　初めに眼の断面図、それぞれの名称、役割を書いた授業プリントを配った。そして黒板に眼球の断面図を描き、大まかな構造、役割を述べた。そして、人間が眼を使ってどのようにしてものを見ているかを理解してもらったうえで、その中で光が集まらず、見えていない部分があることを述べ、それが盲班であるということを述べた。
　その後、実際に盲班があることを実感し、そしてどのようにその部分はどのように見えているのかをしってもらうために後のページにある絵3種類を配り各々を一人ずつ実験してもらった。
　実験内容は右目を閉じ、絵を前後させるとある点でどのようになったかを、教室を回りながら声をかけ、どのように見えているのかを聞いた。その後、それぞれの絵について、それを見た人にどのように見えたかを質問し答えてもらい、その結果を黒板に書いた。
　すべての絵について答えてもらったのち、その結果を踏まえながら人間は無意識のうちに盲班で見ていない部分を脳内で推測し、補っていることを伝え、普段から私たちが、盲班の存在に気付かない理由を述べ、板書をした。（目が2つあるため、互いに補っているから、など）
　最後に、この日のテーマであった盲班を記憶視てもらうためにプリントの空欄に盲班とかいてもらい授業を終えた。
　
・反省、改善点
　良かった点としては、時間内に授業をまとめられたことが一番大きいと思う。また、声がはきはきしていて聴きやすい、つかみがうまいなどの意見をもらえた。これはこれからも継続させていきたい。
反省点としては、今回も前回と同様、授業を受ける側がどの分野なのか、この実験がどのように分野につながるのかがはっきりわからないという意見をもらってしまった。実際の授業でも前回の復習も兼ねて、冒頭で簡単にでもどの分野かを述べる必要があると思うので、その点を直し、習慣付けることが必要である。
　また、黒板の色使いがよくない。重要なことは黄色で書くべきといった意見も頂いた。確かに、ほとんどが白色で、どこが重要なのかが授業の受け手としてはわかりづらかったかもしれない。板書のリハーサルも行うべきだったと思う。次の模擬授業では、全体を通してリハーサルをしてから授業に臨みたい。
　今回特に反省していることだが、質問をするときに、個人情報を使って発表させるということをしてしまった。本人が公にしたくない場合のありうることなので、教育の現場に行く前にミスをしていて本当に良かったと思っている。二度としないようにする。
　全体的に、前出た反省ばかりな気がする。次こそは同じ反省を出さないように準備をしっかりと行い、授業に臨みたい。だが、反省点ばかりではなく良い点も出ているので、良い点はそのまま続け、反省はしっかりとしてより良い授業を作れるようにしていきたい。
